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あなたの周りのSSHをお届け！

昨年度から発刊が始まったヴェリタス通信。今年度もSSH関連の情報をお届けしていきます。
他の厚木高校生がどんな活動をしているのか、どんな成果を挙げているのかを知ることで、
みなさんの刺激になれば幸いです。イベントの告知も随時行っていきます！

2026年3月17日～30日 2026年4月13日～21日

2026年4月20日
               ～26日

昨年度末に行われたニュージーランドでの語学研修に、
７名の生徒が参加しました。生徒の声を紹介します。

僕は海外に今まで行ったこと

がなかったので新鮮な経験

でした。ホームステイや海外

の学校など慣れない環境で

も楽しむことができました。

行ったことのある国だけで

「海外」を判断していることに

気付かされました！本当にいろ

んな国あると実感したり日本と

の違いを体験したりすることが

留学の面白いところです。

【DAY1】急遽予定してい

たフライトが欠航になる

というハプニングもあり

ましたが、他のメンバー

と協力しあい、何とか

北海道に着くことがで

きました。

立命館慶祥高校でのトルコ受入プログラムに、トルコで共同研究をしたメンバーが参加しました。生徒の日記を紹介します！

【DAY2】慶祥の学食

では豚肉が入っている

かいないかの確認が

大変でしたがトルコの

子達もラーメンを食べ

れて気に入ってくれて

いて嬉しかったです。

【DAY3】千歳科学技術大学では電子顕微鏡

で500円玉や黄砂、髪の毛や花粉などを拡

大しマイクロメートル単位で見ることができま

した。身の回りのものは複雑な構造から成り

立っていると実感することができました。

【DAY4】北海道博物館と

しんしのつ天文台を訪問し

ました。広い宇宙の中で

は、日本もトルコも同じ地

球の仲間だと思いました。

【DAY5】文化交流体

験をしました。浴衣は

日本の人でもあまり

着る機会がないし、

トルコの人たちにとっ

ていい経験になったと

思います。

【DAY6】トルコの生徒はご飯粒をたくさん残

していたので、どうしてか聞いたら「トルコで

は米粒は残せば残すほど子孫に恵まれると

教わるんだ」と言っていました。日本と全く

逆の風習があることに衝撃を受けました。

【DAY7】全プログラムを通して「自分から挑戦して動

く」ということは言語に関係なくコミュニケーションで良

い関係を築く上で大切だと気づくことができました。

英語に自信がなくとも、勇気を出して参加したから

こそ得られた経験だったなと改めて感じました。

1番良かったことは、英語の

リスニング能力が伸びたと

感じたことです！

2週間、沢山英語を聞いて

他の人と会話をしたことで

伸ばせたと思います！

８名の生徒が厚木高校の姉妹校であるエレノア・ルーズ
ベルト高校にて１週間の海外研修に参加しました。

英語を実際に使ってできたこ

と、できなかったことがはっ

きりして、自分の立ち位置が

よくわかりました。

海外に興味がある人はぜひ

参加してみてほしいです。

海外に行ってみると、

親切心や清潔感は当たり前

ではないことを痛感し、日本

の特色を実感しました。

視野を広げるのに留学はとて

も良いと思いました。

英語で会話をすることに対し

て前向きな気持ちを持つこと

ができました。

ホストファミリーと料理やショ

ッピングをして、充実した日々

を送ることができました。
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